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社会保険届出書の改定対応 

算定基礎届など年金関係の各種手続きで使用する届出・申請書につきまして、本年 3月より様式が

変更されております。                                リリース日：2018 年 6月 6 日

主な改定内容

上記各届出に【(厚生年金保険)７０歳以上被用者 】用の届出が統合され、７０歳以上の被用者に

ついては個人番号(マイナンバー)、基礎年金番号の記載が必要となりました。 

この他、各届出の「備考欄」の項目追加・変更など入力画面および帳票レイアウトが改定されま

す。 

＜報酬月額算定処理＞            ＜賞与支払届＞ 

（健康保険 厚生年金保険）被保険者報酬月額算定基礎届  （健康保険 厚生年金保険）被保険者賞与支払届 

（健康保険 厚生年金保険）被保険者報酬月額変更届 

＜参考＞ 「日本年金機構」ホームページ 

http://www.nenkin.go.jp/oshirase/topics/2018/2018022001.html

平成 30 年 3 月 届出様式 レイアウト 検 索 

3/5 更新 「平成 30 年 3 月から変更となる届書様式レイアウト（代表的なもの）」

報酬月額算定処理 

対象メニュー 

賞与支払届 

様式変更に合わせ、入力画面および帳票レイアウトが変更されます。 

社員情報設定 「７０歳以上被用者」の設定欄が追加されます。 

◆算定基礎届および賞与支払届【総括表】の変更対応は 2018/9 月以降となりますので、今回

(2018/6/6)のリリースには含まれません。 
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新 ７０歳以上被用者 

社員情報設定において[70 歳以上被用者＝該当]と登録されている社

員は自動的にチェックが入ります。 

一覧画面内で社員ごとにチェックを付ける(あるいは外す)ことも可

能ですが、この場合の設定内容は社員情報メニューには連動されませ

ん。

社会保険届出書の改定対応 

１.報酬月額算定処理 

１ 社員一覧画面 

New

報酬月額算定処理 社員情報設定 報酬月額算定処理 

一覧画面 F11 算定/F12 月変

[70 歳以上被用者]チェックの連動 

変更を行った場合、報酬月額算定処理メニュー内では相互連動しますが、社員情報には連動し

ません。
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①
改定 

届出 
表示欄が画面左側に移動しました。機能に変更はありません。

② 従前改定月 [届出ファイル作成]機能を利用する場合は必須項目となります。 

③ 備考 （下図参照） 

２ [F11 算定]月額算定基礎届 

社会保険届出書の改定対応 

１.報酬月額算定処理 

おもな変更項目・新規項目

①

② ③

社員設定から連動する項目 

■70 歳以上被用者 [70 歳以上被用者＝該当] 

※社員一覧画面で変更している場合を除く 

■短時間労働者 [短時間労働者(3/4 未満)＝対象] 

■パート [給与区分＝時間給] 

 各項目とも任意設定が可能です。 

 「７０歳以上被用者」欄の『算定基礎月』は、算定期間中に 70 歳に到達した場合＝健保と算定基礎月が異

なる場合に生年月日をもとに連動します。 

 「その他」にチェックを入れることでその下段に文字入力（全角半角問わず 15 文字まで）を行うことが可能に

なります。 
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①
改定 

届出 
表示欄が画面左側に移動しました。機能に変更はありません。

② 従前改定月 [届出ファイル作成]機能を利用する場合は必須項目となります。 

③ 備考 （下図参照） 

３ [F12 月変]月額変更届

社会保険届出書の改定対応 

１.報酬月額算定処理 

社員設定から連動する項目 

■70 歳以上被用者 [70 歳以上被用者＝該当] 

※社員一覧画面で変更している場合を除く 

■短時間労働者 [短時間労働者(3/4 未満)＝対象] 

 各項目とも任意設定が可能です。 

 「昇給・降給の理由」および「その他」欄では、チェックを入れることでその下段に文字入力（全角半角問わ

ず 15 文字まで）を行うことが可能になります。 

おもな変更項目・新規項目
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① 備考 （下図参照） 

社会保険届出書の改定対応 

２.賞与支払届 

おもな変更項目

連動項目 

■ 70 歳以上被用者… [70 歳以上被用者＝該当]の場合 （社員情報設定） 

■ 同一月内の賞与合算&初回支払日…支給月が同じ賞与がある場合 （賞与データ入力） 

 各項目とも任意設定が可能です。 

 「同一月内の賞与合算」欄にチェックを入れることで初回支払日の入力が可能になります。 
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社会保険届出書の改定対応 

３.届出書のＰＤＦ出力 

◆ 70 歳以上被用者がいない場合は“印字＝しない”が固定設定されます。

個人番号と基礎年金番号

PB システム[マイナンバー]メニューに個人番号

が登録されていない場合、および個人番号を印

字＝しないとした場合は、70歳以上被用者の社

員情報設定に登録されている【基礎年金番号】

が出力されます。 

◆ 印字＝する/しないを社員個別に設定すること

はできません。 

◆ 【個人番号】【基礎年金番号】のいずれも登録さ

れていない70歳以上被用者がいる場合はPDFを

出力することができません。 

算定基礎届・月額変更届・賞与支払届共通（画面は賞与支払届） 

出力対象に［70歳以上被用者＝該当］の社員がいる場合、その社員の個人番号(マイナンバ

ー)の印字可否を選択します。 

印字＝するの場合は PDF 閲覧用のパスワード設定が必要です。 

またこの場合、PDF は任意のフォルダに「名前を付けて保存」をすることになります。 
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① 都道府県コード ドロップダウンリストから選択します。 

②
７０歳以上被用者の

個人番号出力 

個人番号の出力可否を選択します。 

「しない」とした場合は基礎年金番号が出力されます。 

個人番号・基礎年金番号いずれも登録されていない７０歳以上被用者

がいる場合はファイル作成を行うことはできません。 

③ 従前の改定月 

[F11 算定]および[F12 月変]で登録された「従前改定月」が初期表示

されます。変更入力も可能です。 

※賞与支払届は入力対象外 

社会保険届出書の改定対応 

４.(電子媒体用)届出ファイルの作成 

算定基礎届・月額変更届・賞与支払届共通 

おもな追加・変更項目
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社会保険届出書の改定対応 

５.社員情報設定(社会保険) 

社員設定「社会保険」に［７０歳以上被用者］の設定欄が追加されます。 

「該当」と設定された社員は、算定基礎届など各届出書においても７０歳以上被用者＝該当とな

ります。 

また、該当と設定された社員は［基礎年金番号］の入力が行えるようになります。 

 厚生年金＝対象外の場合にのみ設定が可能になります。

 初期値は［非該当］となり、新規登録時など「生年月日」による自動判定は行われません。

 社員設定メニュー〔社会保険一覧〕においても設定が可能です。

 社員情報のＣＳＶファイルにも反映されます。（次ページ注意参照）
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社会保険届出書の改定対応 

６.その他注意点 

１ 社員情報のＣＳＶインポート 

２ 事業所情報〔協会けんぽ番号〕 

３ 厚生年金資格喪失者リスト 

社員情報一覧 

事業所情報 

賞与データ入力 給与データ入力 

改定対応プログラムの取得後の環境では、CSV ファイルに

［70歳以上被用者］の項が必須項目となります。 

従前に作成した雛型を使用する場合は、該当箇所(Excel 表

示【列：AU】）に追加して下さい。 

～社会保険情報タブ 

協会管掌の場合、[事業所整理番号]は、帳票のグレー箇所を除

いた 6 桁に左詰めで印字されるようになります。 

PB システム側でハイフンやスペースが登録されている場合は削

除をして下さい。（例…［13-アイ］は NG） 

※ 組合管掌の場合は、帳票のハイフン箇所を除いて右詰めの

印字となります。 

70 歳の生年月日に伴う資格喪失は【厚生年金＝対象外】かつ【70 歳以上被用者＝該当】として社員情報設定へ連動されま

す。変更の必要がある場合は社員情報設定で行って下さい。 


